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日頃より当ＪＡの事業運営につきましては、格別なるご理解とご支援を賜り、心よりお礼申し上げます。
さて、昨今の農業や地域社会を取り巻く経営環境が多様な変化を見せるなか、新役員体制で迎えました令和
２年度は、新たな３か年計画「～新時代への挑戦、農業の飛躍・経営の革新～」の初年度として取り組んでま
いります。
農業においては、生産者の高齢化や担い手不足、耕作放棄地の増加等により産地の縮小が加速化している一
方、消費者は健康志向、国産志向等の高揚で、農業の将来性、生産拡大を行う余地も高まるなか、今回の新型
コロナ禍を機に、食料安全保障や食料自給率などの問題も表面化し、食料供給を担う農業・農家の存在感が増
していることから、農畜産物など需要拡大が期待される品目の選択的な生産拡大や需要構造の変化に対応した
茶の生産強化、農家所得の向上につながる実効性のある施策に積極的に取り組んでまいります。
信用、共済事業については、低金利政策の長期化による市場運用環境の悪化等を受け、一部支店における貸
出業務集約の実施や資金運用部署の独立により有価証券の自己運用強化を図り、信用事業収益の維持・確保を
目指し取り組んでまいります。
また、販売事業の出口戦略の一つとして、これまでの「まんさいかん」とは趣を異にする新たなビジネスモ
デルとしての体験型フードパーク「KADODE OOＩGAWA」を、今年度満を持して開業いたします。この
新しい施設は、ＪＡ大井川の「未来を創る将来投資」であり、必ずや5年先、10年先の管内地域農業を支え、
農家組合員の所得向上とともにＪＡ大井川を持続的な「成長軌道」に乗せていく地域の活動拠点になりうるも
のと確信しておりますので、組合員の皆様のなお一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
さらには、これまで地域に根ざす組織として金融店舗を配置した多店舗展開を図ってまいりましたが、昨今
の厳しい金融環境のもと、これまで通り総合事業を継続し、組合員の皆様の負託に応えていくためには、業務
の効率化や機能強化のための「店舗再編や機能統合」による合理化を同時に進め、経営基盤の安定・強化につ
なげていかざるを得ない状況となりました。
何とぞ組合員の皆様のご理解とご協力を賜りながら、今回の「店舗再編や機能統合」計画を進めさせていただ
きたく重ねてお願い申し上げます。
以上のように、農業・ＪＡを取り巻く環境が大きく変化し、また、厳しさを増すなか、今回のコロナ危機が
発現し、先行きの見通しが立てづらい経営環境ではありますが、役職員一丸となり、一歩ずつ、着実に、今年
度事業を進めてまいりますので、組合員の皆様には引き続きのご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。
末尾に、今後も子会社であります「㈱ジェイエイ大井川葬祭サービス」「ジェイエイ大井川シャネン㈱」並
びに「KADODE OOＩGAWA㈱」共々当ＪＡに対しまして、これまで以上にご愛顧・ご利用賜りますよう
お願い申し上げ、ご挨拶といたします。

令和2年８月

増田 政光



設 立 平成５年３月１日

本店所在地 藤枝市緑の丘１番地の１

組 合 員 数 正組合員 １７，８５５名 准組合員 ３６，３２３名 合計 ５４，１７８名

出 資 金 ３，３６３，６６７千円

役 員 数 理事：２６名 監事：６名 （令和２年６月３０日現在）

職 員 数 ９１６名 （令和２年３月３１日現在）

経営理念
ＪＡおおいがわは、農業振興を通じて「食」と「緑」を大切にし、地域社会に貢献する事業と組織活動を
積極的に展開し、その結果として経営の成果が組合員をはじめ利用していただく皆さまに還元できる経営
体を目指します。

①農業を核とした新しい協同組合活動の展開

高齢化・担い手不足が一段と深刻化し、農業生産基盤が弱体化するなかで、個々の農業経営
の安定と地域農業の維持・発展を目指すため、組合員および組織会員の結集と事業参画を推
進します。

②地域社会に貢献する組織体であることの再認識

混住化・多様化する地域社会がＪＡ事業の基盤であることを再認識し、「良き地域社会の一
員」を目指して積極的な地域貢献活動を実施します。

③信頼と満足が提供できる近代的経営体を追及

事業運営における顧客満足度が優先できる経営体を目指すため、職員教育を強化するととも
にリスク管理・コンプライアンス態勢の定着化に努めます。

購買事業
農業生産に必要な肥料・農薬等の資材や日用
雑貨等の生活用品を提供しています。

購買品供給高 ３，７７０百万円

指導事業
組合員や利用者の皆様の農業経営や生活の向
上をお手伝いしています。

販売事業
農家の皆様が生産した農畜産物を消費者の皆様
にお届けしています。

販売品販売高 ８，４６８百万円

共済事業
病気・災害・事故等万一に備えて、生命・建物
・自動車共済等、安心と保障を提供しています。

長期共済保有高（生命・建物）
１，５３２，４５０百万円

その他の事業
・加工事業 ・利用事業 ・宅地等供給事業

ＪＡ
おおいがわ
の事業

信用
事業

静岡県
信連

農林
中央
金庫

安心の「ＪＡバンク」システムです。

貯金残高 ５７４，４０４百万円
貸出金残高 １９２，７６４百万円

「ＪＡバンク」システム
ＪＡバンクは、貯金・ローンなど様々な金融サービス
を通じて皆様の暮らしをサポートします。
「ＪＡバンクシステム」とは、静岡県下ＪＡ・静岡県
信連をはじめ全国のＪＡ・信連・農林中央金庫が実質
的に１つの金融機関（ＪＡバンク）として機能し、組
合員・利用者の皆様により一層の「便利さ」と「安心
」をお届けするためのシステムです。
ＪＡバンク（ＪＡ・信連・農林中央金庫）は豊富な資
金量とワイドなネットワークを活かして総合金融サー
ビスを提供し、組合員・利用者の皆様の生活の向上に
取り組んでいます。

概 要
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決算のあらまし

財産の状況[貸借対照表]

資産の部

２０１８年度 ２０１９年度

現 金 １，７１０ １，８７３

預 金 ３４４，７６２ ３４９，７１４

有 価 証 券 ３５，８９５ ４２，６６０

貸 出 金 １８８，０１０ １９２，７６４

貸 倒 引 当 金 ▲８３６ ▲２３９

そ の 他 資 産 ３３，３８７ ３３，５５８

合 計 ６０２，９２８ ６２０，３３０

負債・純資産の部

２０１８年度 ２０１９年度

貯 金 ５５４，４２１ ５７４，４０４

引 当 金 ２，８７４ ３，５２４

そ の 他 負 債 １０，５９３ ８，７４６

（ 負 債 計 ） ５６７，８８８ ５８６，６７４

純 資 産 ３５，０４０ ３３，６５６

合 計 ６０２，９２８ ６２０，３３０

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（注）百万円未満を切り捨てて表示してあるため合計に不突合があります。預 金 ： 静岡県信連等へ預け入れして運用しています。

有 価 証 券 ： 国債等を購入し運用しています。

貸倒引当金 ： 信用事業資産（貸出金）等の貸倒れに備えての準備金等です。
その他資産 ： 土地、建物などの固定資産、未収金等の雑資産、系統機関への出資金等です。

その他負債 ： 借入金・未払金・仮受金等の雑負債等です。
純 資 産 ： 皆様からの出資金、法定準備金、任意積立金、当期未処分剰余金等です。

経営成績[損益計算書]

２０１８年度 ２０１９年度

事 業 総 利 益 ７，６５５ ８，３６９

うち信用事業総利益 ４，２３５ ５，０７１

事 業 管 理 費 ７，４８６ ７，４９８

事 業 利 益 １６９ ８７１

経 常 利 益 ５１４ １，２１３

税 引 前 当 期 利 益 ３６９ ３８３

当 期 剰 余 金 ２３９ ２２０

当 期 未 処 分 剰 余 金 １，１６６ １，８２６

（単位：百万円）

（注）百万円未満を切り捨てて表示してあります。事 業 総 利 益 : 各事業収益から事業費用を差し引いた金額の合計です。

事 業 管 理 費 : 人件費、業務費、諸税負担金、施設費等、労働や施設の管理に必要な費用です。

事 業 利 益 : 事業総利益から事業管理費を差し引いた金額です。

経 常 利 益 : 事業利益に受取出資配当金等の事業外収益を加え、支払利息等の事業外費用を差し引いた金額です。

税 引 前 当 期 利 益 : 経常利益に固定資産処分益等の特別利益を加え、固定資産処分損等の特別損失を差し引いた金額です。

当 期 剰 余 金 : すべての収益から費用・損失・法人税等を差し引いた金額で、一般企業の当期純利益に相当します。

当期未処分剰余金 : 当期剰余金に当期首繰越剰余金等を加えた金額です。
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保全額（Ｃ）

１，１４７百万円

総与信残高（Ａ）

１９２，８９１百万円

JA OOIGAWA Mini Disclosure２０２０

健全経営チェックポイント

自己資本比率［健全経営のバロメーター］

自 己 資 本 額 ３４，２４０ Ａ

リスク・アセット ２４７，９２６ Ｂ

自 己 資 本 比 率 １３．８１％ Ａ÷Ｂ

（単位：百万円）

（注1）ＢＩＳ規制（自己資本比率規制）に定義された自己資本比率を計算する際の分母に用いる貸出金や有価証券等の各種資産の
ことを指します。

（注2）万一、運用により損失が発生しても、自己資本が十分確保されていれば、皆様からお預かりした貯金の払戻しに不足するこ
とはありません。
つまり、この比率が高いほど安全性は高くなります。当ＪＡは国内業務金融機関の基準４％を大きく上回っています。

金融再生法開示債権の状況
（注）百万円未満を切り捨てて表示してあるため合計に不突合があります。

金融再生法開示債権
（Ｂ）

１，１４７百万円

正常債権
１９１，７４３百万円

正常債権以外（Ｂ）

５３５百万
円

６１１百万
円

０百万円※ ０百万円※

・・・破産更生債権および
これらに準ずる債権額

・・・危険債権額

・・・要管理債権額

※当組合に要管理債権額はありません。

総与信残高に占める
金融再生法開示債権の比率

０．５９％
Ｂ÷Ａ

担保・保証・引当金等
による保全率 １００％ C÷B

※上記比率は貸出金等のなかにどのくらい金融再生法の開示債権（全
金融機関共通）があるかを示していますので、この比率が低いほど
健全な貸出金等が多いといえます。当ＪＡは健全な運用を行ってお
り、堅実な経営をしております。

※貸出金等の回収が困難になるなど万が一の事態に備えて、どのく
らい担保や引当金で手当て・保全ができているかを示しています。
当ＪＡはこの率が１００%であり、十分な保全措置をとって
います。

（注1）

（注2）
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安心をささえる２つの制度

安心① 破綻未然防止システム〔ＪＡバンク独自のシステムです。〕

安心② 貯金保険制度〔国による公的制度です。〕

ポイント
１

経営状況のチェック
ポイント
２

経営改善への取組み
ポイント
３

ＪＡバンク支援基金による
サポート

ＪＡバンク全体で経営の健全性を確保し、組合員・利用者の皆様に一層の「安心」をお届けします。

ＪＡバンク
中央本部
県本部

経営健全性
の向上

指 導

事業形態の
見直し

ＪＡバンク
支援基金

改善取組ＪＡ個々のＪＡ

健全ＪＡ

支 援

自主ルール
基準に該当

経
営
改
善
へ
の
取
組
み

貯金者を法律によって保護する保険制度です。（貯金には、保険がかけられています。）

対象貯金等 対象外の貯金等

当座貯金 普通貯金 別段貯金 定期貯金 定期積金 貯蓄貯金等

外貨貯金 譲渡性貯金等
決済用貯金（注１）
（利息がつかない等の
条件を満たす貯金）

一般貯金等（決済用貯金以外の貯金）

全額保護
合算して元本１，０００万円までと

その利息等を保護（注２）
保護対象外（注３）

（注１）「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という３つの条件を満たすものです。
（注２）１，０００万円を超える元本とその利息等については、破綻農水産業協同組合の財産の状況に応じて支払われます。

（一部カットされることがあります。）
（注３）破綻農水産業協同組合の財産の状況に応じて支払われます。（一部カットされることがあります。）

詳しいお問い合わせは

大井川農業協同組合 TEL.（０５４）６４６-５１１１（代）

藤枝市緑の丘１番地の１ FAX.（０５４）６４１-６９９７

ＪＡおおいがわの事業内容を下記ホームページでもご案内しています。

https://ooigawa.ja-shizuoka.or.jp/
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